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教育最前線

多様化する検定

ゲームソフトの人気商品からもうかがえるように、現在、さまざまな検

定試験（以下、検定）が人気を博している。

従来から、検定は自己啓発的に取り組み、自分の知識やスキルの

レベルを証明するものであり、進学や就職の際には自己アピールの

ひとつとして積極的に活用されてきた。厳しい雇用状況下において

は、実用英語技能検定、秘書検定、簿記検定等、実務や雇用機会

につながる汎用性の高い検定に人気が集まったが、現在では「京

都・観光文化検定」や「江戸文化歴史検定」など、いわゆる「ご当地

検定」など趣味・教養を深める検定が急増し、多くの受験者を集め

ている。

基礎学力を付ける検定

実務系、趣味系ともに、検定は特定の分野に関する自分の知識、

スキル等のレベルを証明するものであり、合格すれば一定の自信も

付く。また、級が何段階かに分かれていれば、不合格でも今の自分

の実力が分かるため、一つひとつクリアして、さらに上を目指そうとす

る向上心を喚起し、ステップアップを促すことができる。そういった性

質を持つ検定は、社会的に問題となっている学力低下を食い止める

ための有効な手段として期待されている。既に学校教育に関連す

る検定が数多く立ち上がっており（資料参照）、多岐に渡っている。

今回は、教育において検定がどのように活用できるのか、また、今

後の展望などについて、小学校から高校までの学習科目に直結し

た検定を実施している日本漢字能力検定協会、歴史能力検定協

会のご担当者にうかがった。

基礎学力を付ける検定

小学校、中学校、高校の教科に関連した主な検定資料

参考：YAHOO！きっず（http://dir.kids.yahoo.co.jp/School_Bell/Certification_Tests/）
情報通信時代の資格検定ガイド（http://jf3mxu.wisnet.ne.jp/licence/）
毎日検定バンク（http://www.mainichikentei.jp/）

教科 検定 実施団体 ホームページ

国語関連 日本語漢字能力検定 財団法人日本漢字能力検定協会 http://www.kanken.or.jp/index.html

日本語文書能力検定 日本語文章能力検定協会 http://www.kentei.co.jp/bunken/index.html

毛筆書写検定 財団法人日本書写技能検定協会 ―

硬筆書写検定 財団法人日本書写技能検定協会 ―

算数・ 珠算能力検定 日本珠算連盟 http://www.syuzan.net/

数学関連 暗算検定試験 日本珠算連盟 http://www.syuzan.net/

全珠連珠算検定 社団法人全国珠算教育連盟 http://www.soroban.or.jp/

全珠連暗算検定 社団法人全国珠算教育連盟 http://www.soroban.or.jp/

実用数学技能検定 財団法人日本数学検定協会 http://www.suken.net/japan.html

計算力・思考力検定 日本商工会議所 http://www.kentei.ne.jp/keisan/index.html

電卓技能検定 日本電卓検定協会 http://www.dentaku.co.jp/

数学能力検定 数理検定協会 http://www.suriken.com/

理科関連 理科学検定 日本理科学検定協会 http://www.rikagaku.org/

子ども樹木博士 社団法人全国森林レクリエーション協会 http://www.shinrinreku.jp/kodomo/main.html

ファーブル検定 ファーブル検定事務局 http://www.fabre-ken.com/

緑・花文化の知識認定試験 財団法人公園緑地管理財団内「緑・花文化の知識認定試験」事務局 http://www.midori-hanabunka.jp/

社会関連 歴史能力検定 歴史能力検定協会 http://www.rekiken.gr.jp/

旅行地理検定 旅行地理検定協会　 http://www.jtb-hrs.co.jp/tgta/

時刻表検定 時刻表検定協会 http://www.jikokuhyo.gr.jp/index.html

英語関連 実用英語技能検定 財団法人日本英語検定協会 http://www.eiken.or.jp/

児童英検 財団法人日本英語検定協会 http://www.eiken.or.jp/jr_step/

JAPEC児童英検 日本児童英語振興協会 http://shikaku.kodomo-jiten.com/gaikokugo/gaikokugo2.html

TOEIC Bridge 財団法人国際ビジネスコミュニケーション協会　 http://www.toeic.or.jp/bridge/index.html

家庭科関連 家庭料理技能検定 学校法人香川栄養学園家庭料理技能検定委員会 http://www.eiyo.ac.jp/fuzoku/shogai/

食物調理技術検定 財団法人全国高等学校家庭科技術検定委員会 http://www.katei-ed.or.jp

被服製作技術検定 財団法人全国高等学校家庭科技術検定委員会 http://www.katei-ed.or.jp

毛糸編物技能検定 財団法人日本編物検定協会 http://www.amiken.or.jp

ベジフル検定 日本ベジタブル＆フルーツマイスター協会 http://www.vege-fru.com/

情報関連 タイピング技能検定 イータイピング株式会社 http://web.e-typing.ne.jp/

パソコン基礎検定試験 財団法人全日本情報学習振興協会 http://www.joho-gakushu.or.jp/
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日本漢字能力検定

多和泰美 氏
Tawa Yasuyoshi

財団法人日本漢字能力検定協会東京事務局次長
日本漢字能力検定の歩み
1975年 4月　京都を本部として協会設立

11月 第1回日本漢字能力検定実施
1992年 6月 文部省認定の資格となる（平成13年1月6日に文部科学省に統合）
1997年 年間志願者数100万人突破
2002年 4月　漢検CBT（コンピュータ上での本試験）開始

年間志願者数200万人突破

今や日本最大規模の検定といっても過言ではない日本漢字能
力検定。2006年度は志願者数260万人に届きそうな勢いとのこ
と。その普及の背景とは。財団法人日本漢字能力検定協会東
京事務局次長の多和泰美氏にうかがった。

漢検が日本最大規模の
検定になった理由

―― 日本漢字能力検定（以下、漢検）は、

1975年にスタートし、既に30年以上の歴史

がありますが、どのようにして浸透してきた

のでしょうか。

多和　漢検が世の中に浸透し始めたのは

1992年に当時の文部省に認定されたころ

からでしょうか。その年以降は、志願者数が

急激に増加し、今では、年間志願者数が日

本最大規模の検定となっています。

―― 現在の志願者数はどのくらいです

か。

多和　2005年度は240万人を超え（次頁・

資料1参照）、今年度は260万人に届きそう

な勢いとなっています。

―― なぜこれだけ急に規模が拡大した

のでしょうか。

多和　大きな要因として、２つ挙げられま

す。1つ目は、日本社会の「ＩＴ化・産業構造

の変化」、2つ目は、「人口構造の変化」で

す。「ＩＴ化・産業構造の変化」によって、

人々のコミュニケーションのあり方が大きく

変わりました。一言で言えば、書き言葉の大

量受発信時代となりました（日本語の書き

言葉の大半は漢字なのです）。

２つ目の「人口構造の変化」とは、少子化

が進み、18歳人口が減少したことです。

その一方で、近年大学数が増加していま

すので、選ばなければ実質誰でも大学に入

学できるようになりました。結果的に、過去と

比較するとそれほど努力しなくても大学に

入学できるようになり、大学入学が学習目

標のハードルとして機能しなくなったことに

よって基礎学力の低下が起こりました。語

彙力が中学生レベルとなり論文が読めない

大学生も頻出しているようで、これは社会問

題化しています。

―― 「ＩＴ化・産業構造の変化」によって、

コミュニケーションのあり方が変わったとは

具体的にどのようなことでしょうか。

多和 かつて、農業などの第一次産業が

中心の時代においては、人と人との対話（コ

ミュニケーション）というのは、地縁、血縁に

代表される、経験、背景、価値観の似た人た

ち同士が共通了解のある中で行う少数対

面型のコミュニケーションでした。こうした時

代には、互いの意思疎通はたやすく、場合

によっては言葉すら必要ないほどでした。

その後、第二次産業が中心の時代になり、

以前よりはコミュニケーションの幅が広がる

ものの、それでもまだ決められた作業工程

を気心の知れた人々と共に仕事を進める

ことがほとんどでしたので、コミュニケーショ

ンはそれほど困難ではありませんでした。と

ころが、情報革命後の情報・サービス社会

におけるコミュニケーションは大きく変化し

ました。さまざまな年齢・立場の、いろいろな

背景や価値観を持つ人々がかかわり合っ

て新たな価値を生み出しながら仕事を進め

ていかなければならなくなったため、初対面

の人と一緒に仕事を進めたり、地域や業界

といった境界を飛び越えての仕事が普通

となりました。そこで求められるのは、共通

了解がほとんどない中での多数非対面型
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の対話を中心とするコミュニケーションです。

自分の意見や主張を正確に相手に伝え、ま

た相手のそれを正確に理解しなければな

りませんので、道具としての「言葉」の重要

性が飛躍的に増したわけです。

―― しかも電子メールが日常的に使われ

ている現在、書き言葉が大きなウエイトを占

めるようになっています。

多和　その通りです。ＩＴ化が進み、書き言

葉の大量受発信時代になって、読み書きと

いった基礎言語能力の必要性が急激に増

大しました。

ところが、前述したように、一方では少子

化が進み、18歳人口も減少しています。平

成17年度の高校への進学率は97.6％、大

学の進学率は51.5％です。先般文部科学

省が発表した通り、2007年には「選ばなけ

れば誰でも大学に入れる」ようになります。

必然として、ごく一握りの上位大学以外の

大学は、入学難易度が低くなり、それによっ

て大学に入学するということを目標とした

学習動機が生まれにくくなっています。以

上のような構造変化から、学生全体の基礎

学力、ひいては基礎学力の根幹を成す基

礎言語能力が低下していると考えられま

す。また、大学側が受験生の負担を軽減し、

志願者を増やすために入試科目を絞って

いることが学生の基礎学力低下にさらに拍

車をかけているとも伺います。

つまり、コミュニケーションのあり方の変化

によって、基礎言語能力の必要性が高まっ

ているにもかかわらず、実際にはその能力

が総じて低下したために、そのギャップに対

して危機感が生まれたのです。その危機

感の広がりが、漢検の受検志願者を急増さ

せていると考えられます。

漢検の特徴と有効性

―― どのような方が受検しているのでしょ

うか。

多和　全体の９５％が、児童・生徒・学生で

す（右頁・資料2参照）。社会人の受検も

徐々に増加しています。

先ほど、基礎学力およびその根幹を成す

基礎言語能力に対する危機感が受検者を

増やしていると述べましたが、受検者個人

を見てみると、身近にいる親や先生の熱意･

危機感の高さが、児童・生徒の受検動機を

形成する大きな要因になっているようです。

一定の基礎教養のある大人にとっては常

識ですが、「日本人なのだから、日本語や

漢字はできて当たり前」ではありません。「日

本人でも、訓練しないと日本語や漢字は身

に付かない」と考える教養のある親や先生

が、漢検の受検を積極的に勧めていると伺

います。

―― よく若者の日本語能力の低下が問題

視されますが、それほど深刻なのでしょうか。

多和　非常に残念なことですが、大変深刻

だと言わざるを得ません。近年、日本語が

分からなくて大学での授業が成り立たない、

会社では仕事にならない、といったお声は

各方面から伺います。例えば先生が「恣意

的に解釈せずに・・」と説明すると、「シーテ

キって何？Ａ的、Ｂ的、Ｃ的？」などと真面目

に質問をする学生も、少なくないようです。

あるネット証券会社では、基礎言語能力の

高低が企業のコミュニケーションコストを決

定付けるとのお考えから、顧客接点部門の

社員全員に漢検受検を推奨しています。こ

れは、その企業の役員の方から伺ったお話

ですが、顧客対応をする際に、１回のメール

で用件を正確に伝えることができればその

コミュニケーションコストは１で済むそうです。

しかし、伝え漏れがあれば、再度メールを

作成し直す必要があります。さらに、メール

の内容が不明確なためにクレームに発展し

てしまうと、その対応のためのコミュニケー

ションコストは、最初のメール送信時の１０～

２０倍にもなるそうです。このように、一つコ

ミュニケーションロスが発生すると、その収

束のために要するコミュニケーションコスト

は数十倍になるとおっしゃっていました。

―― 基礎言語能力を身に付けるために

漢検が利用されているということですが、漢

検の特徴とは。
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志願者・合格者数の推移資料1

出所：財団法人日本漢字能力検定協会ホームページ（http://www.kanken.or.jp/frame/a01.html）

教育最前線
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多和　漢検の特徴のひとつは、スモール

ステップで12階級もの段階が設定されてい

るために、受検者は目標が設定しやすく、

しかも努力によりその目標がクリアしやす

いことです。つまり、「やればできる」という

自己肯定感が生まれて自分に自信が持て

るようになるのです。自分に力が付いたこ

とを実感できるので、一度受けると、面白く

なってどんどんと自ら進んで学習をするよ

うになるようです。

―― 漢字の勉強は、自習が基本だと思

いますが、その目標として受検者は漢検を

位置付けているということでしょうか。

多和　１つはそうした側面があります。や

やもすれば、漢字学習は単純反復の無味

乾燥な訓練になりがちです。それを継続す

るための動機付け、またガイドラインとしても

有効だと伺います。私たちは、単に漢字を

読み書きできるということではなく、文脈の

中で活用できる漢字能力を身に付けること

が重要であると考えています。漢検の正式

名称が「日本漢字能力検定」となっている

のも、このためです。

読書離れと言われて久しいですが、やは

り、言葉を知らないと、読書は途中で投げ出

しがちになってしまいます。読書習慣を促

進するためには、漢字の活用力を高め、読

書への敷居を低くする必要があります。読

書の敷居を下げるための一つの手段として

も漢検は有効です。

―― 受検志願者の９５％が児童・生徒・学

生ということでしたが、児童・生徒・学生にとっ

て漢検を受検する直接的なメリットとは。

多和　本質的には、一生役立つ基礎言語

能力が身に付く、というのが１番大きいです。

しかしながら、目前の直接的なメリットとし

ては、大学入試や高校入試での数多くの優

遇・評価です。特に大学や短大では、全国

の476校997学部で入試の優遇・評価がな

されています。高校も同様で、入試におい

て優遇・評価しているところが全国で745

校、漢検合格を単位として認める高校は全

国に776校にものぼります。

さらに漢検の受検動機を調べてみると、

受検者の約2割が「就職に有利」と回答し

ています。入社までに全員に漢検２級取得

を義務付けている民放キー局などをはじ

め、最近では、多くの企業で、漢検を入社や

昇格条件として活用されています。漢検2

級を取得していることが、社会人相応の基

礎言語能力を身に付けている証明になって

いるようです。

―― 漢検を受けると、さまざまな教科の成

績も良くなるのですか。

多和　漢字はすべての教科の基本です。

語彙が増えれば、読解力も向上し、すべて

の教科で学力向上が期待できると思いま

す。日本語の語彙はその大半が漢字によっ

て構成されています。昨年９月に東京都千

代田区立九段中等教育学校が、漢検の成

績と国語・数学・英語の実力試験の成績との

相関関係を調査しました。その報告書を見

ますと、国語や英語だけでなく、数学に至っ

ても、漢検の得点と実力試験の得点とに強

い正の相関関係があることが分かりました。

漢字能力があると、数学の設問の文脈をき

ちんと素早く把握できるからだろうと伺って

います。

漢字の効果的な学習方法

―― 漢字の効果的な学習方法を教えて

ください。

多和 やはり鉛筆を持って実際に書くこと

が、何より一番よい方法だと思います。人間

の脳の働きという視点で見ると、パソコンや

携帯電話で文字を書いても、脳は働いてい

ないそうです。ところが、手で文字を書くと脳

が働く。脳が働くと人は覚えると言います。

したがって、まず手で書いて、脳を使って漢

字を覚え、次にその単語を読んだり書いたり

しながら文脈の中で使う訓練をする。これ

を繰り返すことが、漢字学習の一つの「型」

でしょう。しかも、目標としている級に合格す

ると自信が付き、次の目標に向かうようにな

ります。そこでまた訓練を積む。このような好

循環に入ることが、理想的であると考えます。

―― 12段階の級分けということですが、

一般的な目標はどのように考えればよいの

でしょうか。

多和　私たちは、小学校卒業時に5級、中

学校卒業時に3級、高校卒業時に2級と明

示しています。これは学習指導要領に完全

に準拠しています。現在（平成18年度第2

回8月までの協会調べ）、漢検の団体受検

実施率は全国の中学校で78.6％、高校で

84.6％に及び、先ほども述べたように多くの

中学生、高校生が挑戦していますが、現実

には、この各段階の目標級を取得した上で

卒業する生徒はあまり多くありません。各段

階相応の漢字能力を身に付けていただく

中学生�
45.7%

学生�
3.9%

社会人�
4.2%

不明�
1.3%

小学生�
12.4%

高校生�
32.4%

受検志願者の割合（平成17年度）資料2

出所：財団法人日本漢字能力検定協会
「平成18・19年度漢検の手引き」

基礎学力を付ける検定
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ことが、協会の当面の課題であると思って

います。

―― いつごろから漢字学習を始めれば

良いのでしょうか。

多和　早ければ早い方が良いと思います。

到達目安としては、小学校卒業時に5級、中

学校卒業時に3級、高校卒業時に2級です。

成長段階に応じて必要な級を取得すれば

良いと思いますが、仮に高校卒業までに２

級に到達できなかった場合でも、社会に出

るまでには到達しておくと良いのではない

でしょうか。

―― 大人になってからでは、漢字学習は

手遅れなのでしょうか。

多和 いいえ。これは、東京大学や慶應義

塾大学の先生方から伺ったのですが、海外

から日本に来ている留学生は、最初のうち

は日本語がほとんど分かりませんが、1～2

年もすると日本人学生よりも上手なくらいに

日本語を読み書きし、もちろん話せるように

なるそうです。つまり、大人になってからも

語彙力・要約力・構文力を体系立てて学べ

ば、訓練次第でいくらでも漢字能力や日本

語能力は身に付けられるのです。現に、社

会人の方でも漢検への挑戦を楽しみにし

て何度も受検される方も多いようです。

―― 漢字の学習法は「手で書く」という

ことでしたが、そうはいっても今の時代、IT

を上手く活用した学習方法はないのでしょ

うか。

多和　インターネットを利用した漢検の学習

システム「challenge漢検」というものがあり

ます。これはインターネット環境があれば、自

宅でも、学校の教室でも漢検の学習ができ

るシステムです。また「漢検CBT（Computer

Based Testing）」という、コンピューターで漢検

を受検できるシステムもあります（「challenge

漢検」およびCBT公開会場については財

団法人日本漢字能力検定協会ホームページ

参照）。例えば、学校でこのシステムを導入

すれば、毎日漢検を実施できるようになりま

す。これらは学校や塾のような団体向けの

システムですが、個人用の学習機器として

ニンテンドーDS対応のソフトが2種類発売

されています。個人がいつでもどこでも、ゲー

ムを通して漢検のトレーニングができるソフ

トで、かなり人気があり、空前の出荷本数に

なっているようです。ニンテンドーDSはタッ

チスクリーンで漢字を書けますから、手書き

感覚の良さもあるのかも知れません。

漢検の今後の展望

―― 漢検の今後の展望についてお聞か

せ下さい。

多和　受検志願者数については、今後、短

期的には350万人を超えていくのではない

かと思っています。これは実務技能検定の

中で単一検定が過去最大だった時とほぼ

同じ規模です。さらに、これからの時代のす

べての児童・生徒・学生にとって必須の能

力資格ですので、中長期的に見れば、年間

500万～600万人も不可能ではないと思って

います。それ位の規模になった時には、社

会全体の基礎学力や基礎言語能力が今よ

りも再生された状態になっているのではな

いでしょうか。

私たちには、「漢検の合格という成功体験

を経て自分に自信を持ち、自己肯定感を持

つとともに、社会に出たときに必要になる基

礎学力や基礎言語能力を身に付けた人を

増やしたい」という思いがあります。その観

点から、単に受検者が増加するだけではあ

まり意味がないと考えています。今後の目

標は、まず小学校卒業時に5級、中学校卒

業時に3級、高校卒業時に2級にきちんと合

格できる人を増やすことです。

昨年から、日本を代表するような基幹企

業の社長や会長にご協力いただき、「基礎

学力」や「基礎言語能力」に関するコメント

を頂戴し、その内容をホームページで発信

しています。あるメーカーの社長は、社会人

として必要な基礎学力・基礎教養として、歴

史を学ぶことを第一に掲げられ、そのため

にも基礎言語能力を高めることが重要であ

るとおっしゃっていました。つまり、漢字をは

じめとする語彙力は、何を学ぶにしてもそ

の基礎として必要不可欠であり、それだけ

に学習投資効果が大きいと言えるでしょう。

基礎学力、基礎言語能力の低下の問題

は、「少子化」、「ハードル無き大学の進学率

上昇」、「脳を使わない便利ツールの発達」

等により、社会全体の構造的な問題となっ

ています。子どもたちに限らず、多くのビジ

ネスマンも短期的思考、単純思考に陥り、対

処療法に終わっているというのは、多くの経

営者の悩みでもあります。その解決のため

に「基礎学力」、「基礎言語能力」、「基礎教

養」の重要性を世の中に問い、子どもも大

人も、「基礎学力や基礎言語能力、教養が

ないと恥ずかしい」という世論を再興する

必要があろうかと思います。日本の将来を

担う子どもたちや若者が、「基礎学力が備わ

りコミュニケーション能力が高い人」、「自ら

高い目標を掲げ、それに向けて努力し、実

現することができる人」に成長する手助け

をすることが、協会の社会的使命であると

考えています。

読者の皆様のご意見・ご感想をお寄せください。

h-bunka@lec-jp.com

・財団法人日本漢字能力検定協会ホームページ
千代田区立九段中等教育学校『相関関係定
量調査』
http://www.kanken.or.jp/kyouiku_joho/index
.html

・経済産業省ホームページ「社会人基礎力」について
http://www.meti.go.jp/policy/kisoryoku/index.htm

・OECDホームページ「DESECO」について
http://www.portal-stat.admin.ch/deseco/index.htm

教育最前線


